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研究成果概要 
 
 一昨年度の５月に発生したＪ－ＰＡＲＣハドロン実験施設での事故の影響で、Ｔ２Ｋ

実験のビームデータ収集はおよそ１年にわたり中断してしまったが、昨年度の５月によ

うやくビームデータ収集を再開することができた。まずはニュートリノビームデータを

収集し、約１年のブランクの前後で測定データのクオリティに大きな違いがないことが

確認できた。その後、ビーム収束のために用いている電磁ホーンにかける電流を反転さ

せることにより、反νμビームの生成とデータ収集を開始した。反ニュートリノビームデ

ータの収集は、オフアクシスビーム法を用いた長基線実験としては世界で初めて行われ

ているものであり、今後のニュートリノＣＰ対称性の破れの解明のために非常に重要な

第一歩となる。Ｔ２Ｋ実験の後置検出器であるスーパーカミオカンデ（ＳＫ）では、デ

ータ収集およびデータクオリティの徹底した監視体制により、観測デッドタイムを１％

以下に抑えることに成功した。 
 ニュートリノ振動解析に関しては、Ｊ－ＰＡＲＣハドロン実験施設での事故の前まで

に取得した 6.57e20 protons on target (POT) のデータを用いてνμ消失現象測定を行

い、混合角θ23 を世界最高精度で測定することに成功し、論文で発表した。ニュートリ

ノＣＰ対称性の破れの解明のためには、その他の振動パラメータ、特に混合角θ23 の測

定精度を向上することが重要であるため、これは大きな成果である。また、これまでは

それぞれ主に別の目的で用いられてきたνμサンプル（消失現象測定により第２—第３世

代間の振動パラメータを測定）とνeサンプル（非ゼロθ13による出現現象の観測）を同



時にフィットするタイプの振動解析も行った。Ｔ２Ｋ実験のビームデータを最大限有効

に用いたこの解析により、ＣＰ対称性の破れの度合いを表すδＣＰについて、弱い制限

を与えることができた。 
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